
箱
根
湯
本
早
雲
寺
の
開
山
以
天
宗
清
と
鎌
倉
五
山
建
長
寺
（
家
永
）�

二
九

箱
根
湯
本
早
雲
寺
の
開
山
以
天
宗
清
と
鎌
倉
五
山
建
長
寺

家
永
遵
嗣

　
箱
根
湯
本
の
早
雲
寺
は
、
小
田
原
北
条
氏
初
代
伊
勢
早
雲
庵
〔
天
岳
宗
瑞
〕
の
菩
提
所
で
あ
る
。
大
徳
寺
出
身
の
以
天
宗
清
を
開
基
と

し
て
、
宗
瑞
の
嗣
子
伊
勢
〔
北
条
〕
氏
綱
が
開
い
た
。
以
天
の
師
東
海
宗
朝
の
師
陽
峰
宗
韶
が
開
い
た
大
徳
寺
の
塔
頭
龍
泉
庵
に
因
ん
で
、

こ
の
学
統
を
「
龍
泉
派
〔
関
東
龍
泉
派
〕」
と
い
う）

1
（

。

　
二
〇
二
一
年
に
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
展
示
『
開
基
五
百
年
記
念

　
早
雲
寺
─
戦
国
大
名
北
条
氏
の
遺
産
と
系
譜
─
』〔
一
〇

～
一
二
月
〕
を
催
さ
れ
た）

（
（

。
縁
あ
っ
て
こ
れ
に
関
連
す
る
連
続
講
義
の
ひ
と
つ
を
分
担
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
雲
寺
開
山
の
以
天
宗
清
が

小
田
原
北
条
氏
と
鎌
倉
五
山
、
と
り
わ
け
建
長
寺
と
の
接
点
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
後
の
調
査
の
成
果
を
加
え
て
敷
衍
し
た
い
。

　
永
正
一
六
〔
一
五
一
九
〕
年
八
月
に
宗
瑞
が
没
し
、
同
年
九
月
に
子
息
氏
綱
が
そ
の
私
邸
で
無
遮
会
を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
、
鎌
倉
五

山
文
学
の
大
家
で
建
長
寺
住
持
を
務
め
た
経
歴
も
あ
る
玉
隠
英
璵
が
願
文
を
呈
し
た）

（
（

。
宗
瑞
が
建
仁
寺
で
学
び
、
南
浦
紹
明
の
教
え
を
重

ん
じ
た
と
記
し
て
い
る
。
宗
瑞
の
京
都
伊
勢
氏
出
自
説
の
根
拠
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　
問
題
は
、「
宗
瑞
が
南
浦
紹
明
を
重
ん
じ
た
」
と
い
っ
て
玉
隠
が
賞
賛
し
た
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
あ
る
。

　
円
通
大
応
国
師
南
浦
紹
明
は
建
長
寺
開
山
蘭
溪
道
隆
の
弟
子
だ
が
、
渡
宋
し
て
虚
堂
智
愚
の
教
え
を
う
け
、
五
山
派
と
区
別
さ
れ
る
所
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三
〇

謂
「
林
下
の
禅
」、
大
徳
寺
・
妙
心
寺
な
ど
の
祖
と
な
っ
た）

（
（

。
宗
瑞
は
在
京
し
て
い
た
時
期
に
大
徳
寺
春
浦
宗
凞
に
参
禅
し
た
。
宗
瑞
と

大
徳
寺
と
の
関
係
は
当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
玉
隠
は
大
徳
寺
に
は
触
れ
ず
に
、
宗
瑞
が
南
浦
紹
明
を
重
ん
じ
た
と
い
う
。

南
浦
紹
明
は
五
山
派
の
正
統
と
は
少
し
異
な
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
、
玉
隠
の
表
現
に
は
微
妙
な
問
題
が
あ
る
。

　
こ
の
問
題
に
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
事
実
と
し
て
、
永
正
元
年
〔
一
五
〇
四
年
〕
に
南
浦
紹
明
の
塔
所
で
あ
っ
た

建
長
寺
天
源
庵
が
焼
失
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る）

（
（

。
こ
れ
を
知
っ
た
大
徳
寺
の
僧
徒
が
再
建
を
支
援
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
永
正
六

年
に
は
大
徳
寺
一
休
宗
純
と
縁
の
深
か
っ
た
柴
屋
軒
宗
長
が
尽
力
し
、
後
に
早
雲
寺
の
開
山
以
天
宗
清
が
、
恐
ら
く
伊
勢
氏
綱
の
援
助
を

得
て
再
興
し
た）

（
（

。
玉
隠
が
述
べ
た
「
宗
瑞
が
南
浦
紹
明
を
重
ん
じ
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
天
源
庵
の
再
興
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
宗
瑞
は
以
天
を
介
し
て
大
徳
寺
僧
衆
が
天
源
庵
の
再
興
に
腐
心
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
生
前
に
奉
加
す
る
意
思
を
表
明

し
て
い
た
。
玉
隠
は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
宗
瑞
は
建
長
寺
僧
と
し
て
の
南
浦
紹
明
を
尊
重
し
た
建
長
寺
の
外
護
者
で
あ
る
と
賞
賛
し
た

の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
建
長
寺
が
氏
綱
に
接
近
す
る
契
機
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
宗
瑞
・
氏
綱
が
三
浦
道
寸
を
滅
ぼ
し
て
鎌
倉
を
含
む
相
模
全
域
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
宗
瑞
死
没
の
三
年
前
、
永
正
一
三

〔
一
五
一
六
〕
年
七
月
の
こ
と
だ
っ
た）

7
（

。
宗
瑞
が
没
し
た
時
期
に
は
、
鎌
倉
五
山
と
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
領
国
経
営
上
の
焦
点
だ
っ

た
。
鎌
倉
五
山
や
鶴
岡
八
幡
宮
は
が
ん
ら
い
は
鎌
倉
公
方
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
鎌
倉
公
方
の
系
譜
を
ひ
く
古
河
公
方
家
は
大
永
初
年
ま

で
宗
瑞
・
氏
綱
に
敵
対
し
て
い
た
。
こ
こ
に
建
長
寺
天
源
庵
の
再
建
問
題
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
鶴
岡
八
幡
宮
寺
供
僧
の
日
記
『
快
元
僧
都
記
』
天
文
四
〔
一
五
三
五
〕
年
八
月
二
日
条）

8
（

は
、
古
河
公
方
も
関
東
管
領
も
寺
社
（
鎌
倉
五

山
や
鶴
岡
八
幡
宮
寺
）
の
保
護
・
修
造
に
力
を
及
ぼ
せ
な
く
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
、
氏
綱
が
亡
父
宗
瑞
の
遺
志
を
継
い
で
伊
豆
山
・
三

島
社
・
箱
根
社
・
早
雲
寺
お
よ
び
鶴
岡
八
幡
宮
を
修
造
し
た
こ
と
を
賞
賛
し
て
い
る
。
同
記
天
文
四
年
九
月
二
三
日
条）

9
（

に
は
、
建
長
寺
・

円
覚
寺
の
僧
侶
が
鶴
岡
八
幡
宮
で
氏
綱
の
戦
勝
を
祈
願
す
る
記
事
が
あ
る
。
氏
綱
と
鎌
倉
五
山
と
は
強
く
結
び
つ
く
に
至
っ
て
い
る
。
宗
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三
一

瑞
没
後
の
無
遮
会
は
、
鎌
倉
の
宗
教
勢
力
を
味
方
に
つ
け
る
動
き
の
最
初
の
成
果
に
あ
た
る
よ
う
だ
。

　
さ
て
、
宗
瑞
は
死
没
直
前
ま
で
伊
豆
国
韮
山
に
い
て
「
韮
山
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た）

（1
（

。
以
天
は
京
都
か
ら
下
向
し
て
い
っ
た
ん
韮
山
城

下
山
木
郷
の
香
山
寺
に
入
っ
た）

（（
（

。
宗
瑞
の
墓
所
を
早
雲
寺
に
置
く
こ
と
は
、
領
国
支
配
の
中
心
地
を
韮
山
か
ら
小
田
原
に
移
転
す
る
問
題

と
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
年
、
明
応
年
間
〔
一
四
九
二
～
一
五
〇
一
〕
に
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
き
た）

（1
（

。
相
模
ト
ラ
フ
は
小
田
原
と
非
常
に
近
く
、
こ
れ
を
震
源
と
す
る
大
地
震
は
小
田
原
に
激
甚
な
被
害
を
も
た
ら
す
。
小
田

原
へ
の
本
拠
地
移
転
や
寺
社
修
造
に
は
、
こ
の
震
災
の
影
響
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

第
一
章
　
伊
勢
宗
瑞
・
氏
綱
と
建
長
寺
と
の
結
び
つ
き

【
宗
瑞
没
後
の
無
遮
会
と
鎌
倉
建
長
寺
】

　
永
正
一
六
〔
一
五
一
九
〕
年
八
月
一
五
日
に
早
雲
庵
宗
瑞
〔
天
岳
宗
瑞
〕、
い
わ
ゆ
る
北
条
早
雲
が
没
し
た）

（1
（

。
同
年
九
月
一
五
日
、
子

息
伊
勢
（
北
条
）
氏
綱
の
「
私
第
」
で
宗
瑞
「
早
雲
庵
主
天
岳
之
霊
」
を
祀
る
「
無
遮
会
」
が
行
わ
れ
た
。
鎌
倉
五
山
の
僧
を
招
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
氏
綱
の
「
私
第
」
は
小
田
原
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。「
無
遮
会
」
と
は
貴
賤
・
聖
俗
を
分
け
隔

て
な
く
招
い
て
行
う
法
会
だ
と
い
う
。
氏
綱
は
大
徳
寺
派
に
限
ら
ず
高
僧
を
招
い
た
よ
う
だ
。「
施
主
」
氏
綱
に
替
わ
っ
て
鎌
倉
五
山
の

指
導
的
な
僧
侶
で
あ
る
玉
隠
が
願
文
を
作
っ
た
。
願
文
を
著
し
た
玉
隠
英
璵
は
五
山
文
学
の
大
家
で
、
禅
興
寺
明
月
院
に
住
し
た
。
建
長

寺
住
持
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る）

（1
（

と
い
う
。
宗
瑞
が
初
め
て
鎌
倉
に
進
攻
し
た
の
は
永
正
九
年
秋
で
、
支
配
が
安
定
し
た
の
は
永
正
一
三
年

七
月
頃
だ
っ
た
か
ら
、
ま
だ
間
も
な
い
。
こ
の
願
文
は
、
宗
瑞
ら
と
鎌
倉
五
山
と
の
接
近
を
示
す
、
ご
く
初
期
の
徴
証
だ
と
思
わ
れ
る
。
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三
二

史
料
一
『
佳
境
集
』「
玉
隠
和
尚
語
録）

（1
（

」

永
正
己
卯
秋
季
月
〔
九
月
〕
之
望
〔
一
五
日
〕、
大
施
主
某
甲
就
于
私
第
、
開
無
遮
会
請
四
来
高
賓
、
埜
衲
臨
此
筵
、
幸
哉
、
代
施

主
作
文
、
以
祭
早
雲
庵
主
天
岳
之
霊
、
其
文
内

須
弥
南
畔
曰
、
贍
部
洲
、
日
本
東
裔
、
有
豆
・
相
州
、
故
賢
太
守
、
其
人
焉
廋
、
天
下
英
物
、
君
子
好
逑
、
譜
系
盛
矣
、
業
績
箕
裘
、

官
爵
至
矣
、
名
躍
金
甌
、
徳
超
萬
古
、
勢
被
六
幽
、
樽
俎
折
衝
、
帷
幄
運
籌
、
麾
三
軍
則
、
飛
龍
武
侯
、
斉
万
物
則
、
化
蝶
荘
周
、

外
収
汗
馬
、
内
牧
心
牛
、
出
入
相
府
、
東
山
優
游
、
参
得
祖
意
、
南
浦
宗
猷
、〔
下
略
〕

　
願
文
に
は
、
伊
豆
・
相
模
の
太
守
で
あ
っ
た
亡
き
伊
勢
宗
瑞
が
、
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。

　
傍
線
を
付
し
た
「
外
収
汗
馬
、
内
牧
心
牛
、
出
入
相
府
、
東
山
優
游
、
参
得
祖
意
、
南
浦
宗
猷
」
の
部
分
が
問
題
で
あ
る
。
外
に
は
戦

を
鎮
め
、
内
に
は
心
を
養
い
、「
相
府
」
す
な
わ
ち
将
軍
〔
足
利
義
尚
〕
の
政
庁
に
出
入
り
し
、「
東
山
」
建
仁
寺
に
学
ん
で
、「
祖
意
」

宗
祖
蘭
溪
道
隆
の
考
え
を
理
解
し
、
南
浦
紹
明
（
蘭
溪
の
高
弟
）
の
教
え
を
「
猷
」〔
お
も
う
〕
人
だ
っ
た
、
と
い
う
。

　「
相
府
」
に
つ
い
て
は
奥
野
高
広
が
解
明
し
た）

（1
（

。
五
山
文
学
で
は
将
軍
を
「
相
公
」
と
呼
び
、「
相
府
」
を
「
将
軍
〔
相
公
〕
の
政
庁
」

の
意
味
で
用
い
る
。
こ
の
文
言
は
、
宗
瑞
〔
伊
勢
盛
時
〕
が
足
利
義
尚
の
「
相
府
」
室
町
殿
に
出
仕
し
て
い
た
こ
と
を
記
す
も
の
だ
と
さ

れ
た
。
史
料
一
は
、
宗
瑞
の
京
都
伊
勢
氏
出
自
説
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。

　「
東
山
優
游
」
と
あ
る
「
東
山
」
は
京
都
建
仁
寺
の
山
号
で
あ
る
。
宗
瑞
が
京
都
五
山
建
仁
寺
で
修
行
し
た
経
歴
を
指
す
と
理
解
さ
れ

て
い
る
。
と
は
い
え
、
宗
瑞
が
建
仁
寺
に
参
禅
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
確
実
な
史
料
は
な
い
。
以
天
宗
清
は
建
仁
寺
に
い
た
と
き
に
大
徳

寺
東
海
宗
朝
の
令
名
を
聞
い
て
大
徳
寺
派
に
転
じ
た
と
い
う
。
宗
瑞
に
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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三
三

　
重
要
な
問
題
は
、「
南
浦
宗
猷
」
つ
ま
り
宗
瑞
が
南
浦
紹
明
の
教
説
を
尊
重
し
た
と
い
う
文
言
に
あ
る
。
南
浦
は
五
山
派
の
な
か
で
は

特
異
な
位
置
に
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
四
文
字
に
は
何
か
特
別
な
背
景
事
情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
大
覚
禅
師
蘭
溪
道
隆
は
建
長
寺
を
開
き
、
弟
子
の
高
峰
顕
日
を
介
し
て
夢
窓
疎
石
・
春
屋
妙
葩
に
そ
の
教
え
が
継
承
さ
れ
た）

（1
（

。
こ
れ
を

大
覚
派
と
い
い
五
山
派
の
主
流
と
さ
れ
る
。
史
料
一
を
作
文
し
た
玉
隠
は
禅
興
寺
開
山
と
し
て
の
蘭
溪
道
隆
か
ら
無
及
徳
詮
に
引
き
継
が

れ
た
教
え
を
継
い
だ
と
い
う）

（1
（

。
さ
て
、
南
浦
紹
明
は
蘭
溪）

（1
（

に
師
事
し
た
僧
侶
で
建
長
寺
一
二
世
住
持
を
務
め
た
、
そ
の
意
味
で
は
建
長
寺

派
の
僧
侶
だ
っ
た）

（1
（

。
玉
隠
は
「
参
得
祖
意
」
と
い
う
言
葉
で
、
宗
瑞
が
蘭
溪
道
隆
の
教
え
を
汲
む
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
よ
う
だ
。

蘭
溪
道
隆

〔
建
長
寺
開
山
〕

虚
堂
智
愚
〔
南
宋
の
僧
〕

高
峰
顕
日

南
浦
紹
明

〔
大
応
派
〕

〔
大
覚
派
〕

宗
峰
妙
超

徹
翁
義
亨
→
大
徳
寺
派

関
山
慧
玄
→
妙
心
寺
派

夢
窓
疎
石

春
屋
妙
葩
→
五
山
派

　
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
南
浦
紹
明
は
駿
河
の
人
で
あ
る
。
嘉
禎
元
〔
一
二
三
五
〕
年
に
生
ま
れ
、
建
長
寺
の
蘭
溪
道
隆
に
参
禅
し
、
正
元
元

〔
一
二
五
九
〕
年
に
渡
宋
し
て
虚
堂
智
愚
の
法
を
受
け
、
文
永
四
〔
一
二
六
七
〕
年
に
帰
国
し
た
と
い
う
。
南
浦
紹
明
は
帰
国
し
て
建
長

寺
に
蘭
溪
道
隆
を
訪
ね
た
あ
と
、
文
永
七
年
か
ら
嘉
元
三
〔
一
三
〇
五
〕
年
に
か
け
て
博
多
崇
福
寺
な
ど
で
若
い
禅
僧
を
指
導
し
て
名
声

を
は
せ
た
と
い
う
。
徳
治
二
〔
一
三
〇
七
〕
年
に
建
長
寺
一
二
世
と
し
て
入
寺
し
、
翌
年
、
建
長
寺
で
没
し
た
。

　
南
浦
の
弟
子
の
柏
庵
宗
意
が
南
浦
の
塔
所
と
し
て
建
長
寺
天
源
庵
を
開
き
、
可
翁
宗
然
が
建
仁
寺
天
潤
庵
を
開
き
、
通
翁
鏡
圓
が
南
禅



箱
根
湯
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早
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三
四

寺
正
眼
院
を
開
い
た
と
い
う）

11
（

。
こ
こ
ま
で
は
五
山
派
に
属
す
る
。
南
浦
の
弟
子
の
宗
峰
妙
超
は
後
醍
醐
天
皇
ら
の
帰
依
を
得
て
大
徳
寺
を

開
き
、
徹
翁
義
亨
が
引
き
継
い
だ
と
い
う
。
宗
峰
の
弟
子
の
関
山
慧
玄
が
花
園
上
皇
の
帰
依
を
得
て
妙
心
寺
を
開
い
た
と
い
う）

1（
（

。

　
一
五
世
紀
、
大
徳
寺
派
・
妙
心
寺
派
は
、
五
山
派
と
は
別
の
「
林
下
〔
山
隣
〕
の
禅
」
と
い
う
立
場
を
確
立
し
て
い
た
。
一
五
世
紀
後

半
の
大
徳
寺
派
の
名
僧
一
休
宗
純
の
『
狂
雲
集）

11
（

』
は
、
南
浦
紹
明
を
南
宋
の
僧
侶
虚
堂
智
愚
の
法
を
日
本
に
も
た
ら
し
た
人
だ
と
記
す
。

「
賛
大
応
国
師）

11
（

」
に
は
「
禅
老
〔
南
浦
〕
如
無
渡
東
海
、
扶
桑
国
裏
暗
昏
々
」
と
あ
る
。
南
浦
が
渡
海
し
て
虚
堂
の
禅
を
伝
え
な
か
っ
た

な
ら
ば
、「
扶
桑
」〔
日
本
〕
は
暗
黒
の
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
。
一
休
は
「
賛
虚
堂
和
尚）

11
（

」
と
題
し
て
、
虚
堂
が
型
に
は
ま
っ
た
禅
風
に
と

ら
わ
れ
な
か
っ
た
と
称
揚
す
る
。
一
休
は
蘭
溪
道
隆
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
大
徳
寺
派
は
虚
堂
智
愚
か
ら

南
浦
紹
明
へ
う
け
継
が
れ
た
学
統
を
重
視
し
た
ら
し
い
。
蘭
溪
道
隆
か
ら
の
法
脈
を
重
視
す
る
五
山
派
と
の
差
異
に
あ
た
る
よ
う
だ
。

　
も
し
も
史
料
一
が
一
休
の
文
章
で
あ
っ
た
の
だ
と
す
る
と
「
参
得
祖
意
」
の
「
祖
」
と
は
虚
堂
智
愚
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対

し
て
、
実
際
に
史
料
一
を
著
わ
し
た
五
山
派
の
玉
隠
は
、
宗
瑞
が
南
浦
を
介
し
て
蘭
溪
道
隆
の
教
え
を
汲
ん
だ
と
述
べ
た
の
だ
ろ
う
。

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
宗
瑞
は
駿
河
下
向
後
に
相
国
寺
か
ら
五
山
派
の
黙
堂
寿
昭
を
招
い
て
指
導
を
受
け
て
い
た
。
黙
堂
は
円
覚
寺
の
座

公
文
を
得
て
い
た
が
、
玉
隠
は
宗
瑞
と
黙
堂
と
の
関
係
を
語
ら
な
い
。
宗
瑞
と
大
徳
寺
と
の
縁
は
当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
玉
隠
は
五
山
派
の
建
仁
寺
と
の
関
係
を
述
べ
る
だ
け
で
大
徳
寺
と
の
縁
を
記
さ
ず
に
、
宗
瑞
が
南
浦
を
重
ん
じ
た
と
す
る
。
こ
の
少

し
前
に
南
浦
紹
明
の
塔
所
で
あ
る
建
長
寺
天
源
庵
が
焼
失
し
、
再
興
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
事
実
に
関
係
が
あ
る
ら
し
い
。

【
建
長
寺
天
源
庵
の
回
禄
と
再
興
】

　
建
長
寺
天
源
庵
は
南
浦
紹
明
の
没
後
に
開
か
れ
た
塔
所
だ
が
、
宗
瑞
の
時
代
に
は
南
浦
紹
明
の
終
焉
の
地
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
永

正
元
〔
一
五
〇
四
〕
年
に
焼
失
し
、
柴
屋
軒
宗
長
や
早
雲
寺
以
天
宗
清
ら
が
再
建
に
貢
献
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
南
浦
紹
明
を
派
祖
と
仰



箱
根
湯
本
早
雲
寺
の
開
山
以
天
宗
清
と
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倉
五
山
建
長
寺
（
家
永
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三
五

ぐ
大
徳
寺
僧
衆
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
。

史
料
二
『
東
路
の
津
登
』
柴
屋
軒
宗
長）

11
（

〔
前
略
〕
建
長
寺
天
源
庵
は
横
山
嶽
〔
筑
前
国
博
多
崇
福
寺
〕
の
開
山
大
応
国
師
〔
南
浦
紹
明
〕
遷
化
の
旧
跡
也
、
い
ぬ
る
五
と
せ

ば
か
り
の
さ
き
の
と
し
〔
永
正
元
・
一
五
〇
四
年
〕、
回
禄
〔
炎
上
〕
す
、
庵
領
な
ど
も
久
し
く
知
行
し
て
〔
マ
マ
・
不
知
行
し
て
〕、

お
よ
そ
な
き
が
如
く
な
り
、
紫
野
大
徳
寺
衆
中
、
た
び
た
び
申
く
だ
さ
る
と
い
へ
ど
も
、
と
か
く
こ
と
ゆ
か
ず
〔
中
略
〕

〔
宗
長
が
相
模
守
護
扇
谷
上
杉
朝
良
に
訴
え
て
〕
天
源
庵
領
二
箇
所
か
へ
し
つ
け
ら
る
〔
中
略
〕
今
月
〔
十
二
月
〕
五
日
、
天
源
庵

に
た
ち
よ
り
て
侍
し
、
修
理
の
こ
と
、
申
あ
は
せ
な
ど
す
る
〔
下
略
〕

　
柴
屋
軒
宗
長
は
白
河
の
関
を
見
る
た
め
に
永
正
六
年
七
月
に
駿
河
国
丸
子
を
発
っ
た
。
戦
乱
の
た
め
白
河
に
は
辿
り
つ
け
な
か
っ
た
が
、

帰
途
一
〇
月
に
江
戸
城
で
相
模
守
護
扇
谷
上
杉
朝
良
に
会
い
、
天
源
庵
領
二
箇
所
の
返
付
を
実
現
し
た
。
一
二
月
に
天
源
庵
で
修
理
の
打

合
せ
を
し
た
と
い
う
。
翌
年
か
ら
相
模
の
風
雲
が
急
を
告
げ
た
の
で
、
工
事
の
始
末
は
不
明
だ
。

　
宗
長
に
よ
れ
ば
、
建
長
寺
天
源
庵
は
南
浦
紹
明
「
遷
化
の
旧
跡
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。「
い
ぬ
る
五
と
せ
ば
か
り
の
さ
き
の

と
し
」
永
正
元
〔
一
五
〇
四
〕
年
に
炎
上
焼
失
し
た
と
い
う
。
永
正
元
年
の
頃
、
宗
瑞
は
扇
谷
上
杉
朝
良
と
提
携
し
て
関
東
管
領
山
内
上

杉
顕
定
と
戦
っ
て
い
た
。
宗
瑞
が
朝
良
に
与
し
て
武
蔵
に
出
兵
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
宗
瑞
が
建
長
寺
な
ど
鎌
倉
周
辺
の
寺
社
に
支
配
を

及
ぼ
す
状
態
に
は
な
か
っ
た
。
永
正
六
年
も
ほ
ぼ
同
断
で
、
宗
長
は
相
模
守
護
扇
谷
上
杉
朝
良
に
働
き
か
け
た
の
で
あ
る
。

　
宗
長
は
建
長
寺
天
源
庵
の
再
興
・
修
造
に
つ
い
て
、「
紫
野
大
徳
寺
衆
中
」
か
ら
尽
力
を
求
め
ら
れ
て
い
た
。「
た
び
た
び
申
く
だ
さ

る
」
と
あ
る
。
派
祖
南
浦
紹
明
の
旧
跡
だ
っ
た
た
め
に
大
徳
寺
僧
衆
が
天
源
庵
の
再
興
に
腐
心
し
て
い
た
よ
う
だ
。
宗
瑞
・
氏
綱
が
こ
の
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三
六

問
題
に
関
与
し
始
め
る
の
は
、
宗
瑞
ら
が
鎌
倉
周
辺
に
侵
攻
し
た
永
正
九
〔
一
五
一
二
〕
年
秋
よ
り
も
後
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。

　
天
源
庵
の
再
興
が
実
現
し
た
年
を
何
年
だ
と
特
定
で
き
る
史
料
は
な
い
が
、
南
浦
紹
明
の
教
え
を
汲
む
妙
心
寺
に
関
係
す
る
史
料
か
ら
、

箱
根
早
雲
寺
開
山
の
以
天
宗
清
が
奔
走
し
て
実
現
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

史
料
三
『
明
叔
録）

11
（

』

宿
房
天
源
庵
、
大
応
国
師
塔
頭
也
、
昭
堂
額
、
普
光
、
即
国
師
入
定
地
也
、
早
雲
寺
以
天
和
尚
再
興
、
彼
庵
滞
留
二
・
三
日
、
先
金

沢
〔
武
蔵
国
六
浦
周
辺
〕
一
見
〔
下
略
〕

　『
明
叔
録
』
は
一
六
世
紀
の
妙
心
寺
関
係
者
の
文
章
を
集
め
た
典
籍
で
、
史
料
三
は
妙
心
寺
の
僧
侶
東
嶺
智
旺
が
天
文
二
〇
〔
一
五
五

一
〕
年
に
小
田
原
・
鎌
倉
を
訪
問
し
た
際
の
記
録
の
一
部
で
あ
る
。

　
東
嶺
智
旺
は
建
長
寺
天
源
庵
に
宿
泊
し
た
。「
大
応
国
師
」
南
浦
紹
明
の
塔
頭
だ
と
い
い
、「
国
師
入
定
地
」
だ
と
も
記
す
。
天
文
二
〇

年
よ
り
前
に
再
興
さ
れ
た
、
そ
の
再
興
の
年
次
は
記
し
て
い
な
い
。「
早
雲
寺
以
天
和
尚
再
興
」
と
い
う
部
分
が
注
目
さ
れ
る
。
天
源
庵

の
再
興
は
宗
長
の
段
階
で
は
完
了
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。「
早
雲
寺
以
天
和
尚
」
の
貢
献
で
実
現
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
以
天

の
東
国
下
向
は
永
正
一
三
年
冬
か
ら
宗
瑞
が
没
す
る
少
し
前
ま
で
の
間
の
時
期
と
み
ら
れ
る
。
前
掲
史
料
一
の
時
期
に
は
早
雲
寺
開
創
に

向
け
て
奔
走
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
天
源
庵
の
再
興
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
同
じ
頃
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
既
述
の
通
り
、
大
徳
寺
衆
僧
は
永
正
六
年
よ
り
も
以
前
か
ら
建
長
寺
天
源
庵
の
再
興
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
大
徳
寺
か
ら
招
か

れ
た
以
天
宗
清
が
建
長
寺
天
源
庵
を
再
興
す
る
こ
と
は
、
大
徳
寺
衆
僧
の
意
向
に
か
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
以
天
の
勧
め
で
宗
瑞
が

生
前
に
建
長
寺
天
源
庵
の
再
興
に
奉
加
す
る
意
向
を
示
し
、
建
長
寺
側
の
立
場
に
あ
る
玉
隠
が
、
宗
瑞
は
建
長
寺
の
僧
南
浦
紹
明
を
尊
重
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三
七

し
た
人
だ
と
い
っ
て
賞
賛
す
る
願
文
を
作
っ
た
、
と
い
う
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
　
宗
瑞
と
曹
洞
宗
・
臨
済
宗
五
山
派
・
臨
済
宗
大
徳
寺
派
と
の
関
係

　
伊
勢
宗
瑞
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
複
数
の
禅
宗
教
派
、
曹
洞
宗
・
臨
済
宗
五
山
派
・
臨
済
宗
大
徳
寺
派
と
の
関
係
を
続
け
た
。
宗
瑞
の

宗
教
遍
歴
を
踏
ま
え
て
宗
瑞
と
以
天
宗
清
と
の
関
係
を
位
置
づ
け
た
い
。

【
伊
豆
修
禅
寺
に
繫
が
る
曹
洞
禅
と
の
関
係
】

　
父
の
伊
勢
盛
定
が
曹
洞
宗
に
傾
倒
し
て
い
た
た
め
、
宗
瑞
や
そ
の
姉
妹
の
「
北
川
殿
」、「
北
川
殿
」
の
子
の
今
川
氏
親
は
、
曹
洞
宗
と

の
関
係
が
深
か
っ
た
。
信
憑
性
に
難
が
あ
る
が
、『
管
領
鎌
倉
九
代
記）

11
（

』
は
、
宗
瑞
の
遺
骸
は
曹
洞
宗
の
伊
豆
修
禅
寺
で
荼
毘
に
付
さ
れ

た
あ
と
、
箱
根
湯
本
早
雲
寺
に
葬
ら
れ
た
と
す
る
。
宗
瑞
が
臨
済
禅
に
転
じ
る
契
機
は
、
義
兄
今
川
義
忠
の
戦
没
に
あ
る
よ
う
だ
。

　
宗
瑞
ら
は
、
曹
洞
宗
の
な
か
で
も
遠
江
石
雲
院
（
静
岡
県
榛
原
町
坂
口
）
を
開
い
た
崇
芝
性
岱）

11
（

の
門
派
と
縁
が
深
い
。
崇
芝
は
遠
江
の

人
だ
が
、
喜
山
性
讃
に
連
れ
ら
れ
て
応
永
末
年
に
備
中
国
草
壁
荘
（
岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
横
谷
）
の
洞
松
寺
に
ゆ
き
、
洞
松
寺
で
喜
山

に
学
ん
だ）

11
（

。
他
方
で
、
宗
瑞
の
父
伊
勢
盛
定
は
永
享
二
〔
一
四
三
〇
〕
年
に
曹
洞
宗
の
僧
古
澗
仁
泉
を
招
い
て
備
中
国
荏
原
荘
（
岡
山
県

井
原
市
西
江
原
町
長
谷
）
に
法
泉
寺
を
建
立
し
た）

11
（

。
洞
松
寺
と
法
泉
寺
と
は
距
離
が
近
く
、
喜
山
と
古
澗
は
共
に
加
賀
仏
陀
寺
太
源
宗
真

の
流
れ
を
汲
む
。
両
寺
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
た
め
に
、
崇
芝
と
盛
定
と
が
結
び
つ
い
た
よ
う
だ
。

　
盛
定
の
女
「
北
川
殿
」
は
駿
河
今
川
義
忠
に
嫁
し
た
あ
と
、
崇
芝
の
弟
子
た
ち
と
深
く
関
わ
っ
た
。

　
崇
芝
の
弟
子
賢
仲
繁
哲
は
も
と
「
備
中
平
氏
」
の
出
自
で）

1（
（

、
崇
芝
が
備
中
洞
松
寺
に
い
た
時
に
出
家
し
て
弟
子
と
な
り
、
崇
芝
と
共
に
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康
正
元
〔
一
四
五
五
〕
年
に
遠
江
に
来
て
石
雲
院
の
開
創
に
従
っ
た
。
文
明
三
〔
一
四
七
一
〕
年
に
駿
河
国
益
津
荘
小
河
〔
焼
津
市
〕
の

有
徳
人
「
法
栄
長
者
」
の
求
め
で
小
河
に
林
叟
院
を
開
い
た
。
文
明
六
年
に
崇
芝
を
継
い
で
石
雲
院
住
持
に
な
っ
た
。
文
明
八
年
に
今
川

義
忠
が
戦
死
し
た
後
の
後
継
者
争
い
に
際
し
て
、「
法
栄
長
者
」
は
「
北
川
殿
」
と
今
川
氏
親
を
匿
っ
た）

11
（

。
賢
仲
は
「
法
栄
長
者
」
と

「
北
川
殿
」
と
を
結
び
つ
け
た
人
の
よ
う
だ
。
こ
の
他
に
、
崇
芝
の
弟
子
に
は
、
家
督
相
続
を
許
さ
れ
た
今
川
氏
親
の
求
め
で
文
明
一
二

年
に
義
忠
の
菩
提
所
増
善
寺
を
開
い
た
、
辰
応
性
寅
も
い
る）

11
（

。

　
崇
芝
の
弟
子
の
隆
溪
繁
紹
は
伊
豆
「
北
条
」（
韮
山
城
近
く
）
の
出
身）

11
（

で
、
大
徳
寺
で
一
休
宗
純
に
学
び
、
後
に
崇
芝
の
弟
子
に
な
っ

た
と
い
う
。「
豆
州
太
守
」
宗
瑞
が
招
い
て
「
明
応
八
年
」
に
伊
豆
の
「
修
善
古
刹
」
を
曹
洞
宗
に
改
め
て
修
禅
寺
と
し
、
こ
れ
に
住
し

た
と
い
う）

11
（

。
宗
瑞
は
明
応
八
〔
一
四
九
九
〕
年
三
月
に
「
修
禅
寺
東
陽
院
」
に
寄
進
状
・
禁
制
を
授
け
て
お
り
、
関
係
す
る
史
料
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る）

11
（

。
隆
溪
は
大
徳
寺
と
の
縁
、
伊
豆
北
条
と
の
地
縁
か
ら
、
宗
瑞
と
の
縁
が
深
か
っ
た
が
、
宗
瑞
よ
り
も
早
く
永
正
元
年
に

五
六
歳
で
没
し
た
。
記
述
の
通
り
『
管
領
鎌
倉
九
代
記
』
は
、
宗
瑞
の
遺
骸
を
修
禅
寺
で
荼
毘
に
付
し
た
と
伝
え
る
。

　
さ
て
、
崇
芝
性
岱
を
庇
護
し
て
遠
江
石
雲
院
を
外
護
し
た
の
は
地
元
の
豪
族
で
幕
府
奉
公
衆
で
も
あ
っ
た
勝
間
田
氏
で
あ
る
。『
日
本

洞
上
聯
燈
録
』
に
は
、
康
正
元
〔
一
四
五
五
〕
年
に
崇
芝
が
石
雲
院
を
開
い
た
と
き
、「
郡
将
葛
股
氏
〔
勝
間
田
氏
〕」
が
田
地
を
寄
進
し

た
と
あ
る）

11
（

。『
蜷
川
親
元
日
記
』
寛
正
六
〔
一
四
六
五
〕
年
一
〇
月
二
四
日
条
に
、
遠
江
の
武
士
「
勝
田
〔
勝
間
田
〕
修
理
亮
」「
横
地
鶴

寿
」
が
宗
瑞
の
父
伊
勢
盛
定
を
介
し
て
足
利
義
政
の
指
揮
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
み
え
る
。
盛
定
は
崇
芝
を
介
し
て
勝
間
田
氏
と
結
び
つ

い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
文
明
八
〔
一
四
七
六
〕
年
に
宗
瑞
の
義
兄
今
川
義
忠
が
戦
死
し
た）

11
（

。
勝
間
田
氏
・
横
地
氏
が
足
利
義
政
の
命
令
で
義
忠
と
戦
い
敗
死
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
義
忠
が
東
軍
の
遠
江
守
護
斯
波
義
寛
の
守
護
代
を
討
ち
取
っ
た
か
ら
だ
っ
た）

11
（

。
宗
瑞
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
政
所
執
事
伊

勢
貞
宗
が
母
方
の
叔
父
甲
斐
敏
光
を
西
軍
か
ら
引
き
抜
い
て
斯
波
義
寛
の
守
護
代
に
し
、
派
遣
し
た）

11
（

。
義
忠
の
討
滅
は
幕
府
中
枢
部
の
意
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向
だ
っ
た
。
斯
波
義
寛
は
領
国
三
カ
国
の
う
ち
、
越
前
を
朝
倉
氏
に
奪
わ
れ
、
尾
張
を
西
軍
斯
波
義
廉
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
遠
江
を
失

う
と
領
国
が
な
く
な
る
状
態
だ
っ
た
。
足
利
義
政
は
東
軍
斯
波
氏
の
存
続
を
望
ん
だ
よ
う
だ
。
父
盛
定
か
ら
連
絡
役
を
引
き
継
い
で
い
た

宗
瑞
〔
出
家
前
の
伊
勢
盛
時
〕
は
、
い
や
い
や
な
が
ら
勝
間
田
氏
ら
に
義
政
の
命
令
を
伝
え
て
、
義
忠
を
討
た
せ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
宗
瑞
は
曹
洞
宗
の
人
脈
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
義
兄
の
今
川
義
忠
を
死
に
追
い
や
る
仕
事
を
背
負
い
込
ま
さ
れ
た
。
こ
の

経
験
が
宗
教
的
な
回
心
の
契
機
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

【
大
徳
寺
春
浦
宗
𠘑
へ
の
参
禅
】

　
宗
瑞
が
大
徳
寺
か
ら
以
天
宗
清
を
招
く
前
提
は
、
宗
瑞
が
大
徳
寺
春
浦
宗
凞）

11
（

に
参
禅
し
た
こ
と
だ
。
そ
こ
か
ら
、
春
浦
宗
凞
の
流
れ
を

汲
む
東
溪
宗
牧
や
以
天
宗
清
ら
と
の
交
際
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

　
今
川
義
忠
の
死
を
契
機
と
し
て
大
徳
寺
派
臨
済
禅
に
転
じ
た
人
と
し
て
、
連
歌
師
の
柴
屋
軒
宗
長）

1（
（

が
あ
っ
た
。
宗
長
は
駿
河
国
建
穂
寺

（
建
穂
神
社
）
で
得
度
し
、
醍
醐
寺
系
の
密
教
を
学
ん
だ
人
だ
と
い
う
。
今
川
義
忠
に
仕
え
、
義
忠
の
没
後
、
大
徳
寺
一
休
宗
純
に
参
禅

し
、
の
ち
に
は
一
休
ゆ
か
り
の
酬
恩
庵
の
あ
る
山
城
国
薪
に
居
し
た
。
参
禅
時
期
は
義
忠
が
没
し
た
文
明
八
〔
一
四
七
六
〕
年
二
月
頃
か

ら
一
休
の
没
し
た
文
明
一
三
〔
一
四
八
一
〕
年
一
一
月
ま
で
の
間
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
、
宗
瑞
が
参
禅
し
た
春
浦
宗

凞
の
師
匠
養
叟
宗
頤
は
一
休
宗
純
の
兄
弟
子
で
、
一
休
は
養
叟
と
激
し
く
対
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
同
じ
く
大
徳
寺
の
禅
に
傾
倒
し

た
と
は
い
っ
て
も
、
宗
長
と
宗
瑞
と
は
異
な
る
潮
流
に
棹
さ
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
宗
瑞
の
舅
小
笠
原
政
清
が
春
浦
宗
凞
に
帰
依
し
て
い
た
と
い
う
事
実）

11
（

が
注
目
さ
れ
る
。
小
笠
原
政
清
は
足
利
義
尚
の

弓
馬
師
範
で
、
文
明
五
〔
一
四
七
三
〕
年
に
義
尚
の
「
弓
始
」
の
儀
に
弓
馬
師
範
と
し
て
奉
仕
し
、
延
徳
三
〔
一
四
九
一
〕
年
に
は
将
軍

足
利
義
材
の
た
め
に
「
弓
馬
之
道
」
を
伝
授
し
た
。
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宗
瑞
〔
盛
時
〕
は
文
明
一
八
年
以
前
に
政
清
の
婿
に
な
っ
た
。
子
息
の
氏
綱
は
、
宗
瑞
と
小
笠
原
備
前
守
政
清
の
女
子
と
の
間
に
、
文

明
一
九
〔
長
享
元
・
一
四
八
七
〕
年
に
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。『
小
田
原
編
年
録
』
第
一
冊
所
収
の
北
条
系
図
の
氏
綱
の
項）

11
（

に

「
母
ハ
小
笠
原
備
前
守
女
、
長
享
元
年
出
生
」
と
あ
る
。

　
宗
瑞
〔
盛
時
〕
は
文
明
一
五
年
一
〇
月
に
足
利
義
尚
の
申
次
と
な
り
、
文
明
一
九
〔
長
享
元
〕
年
四
月
ま
で
在
勤
す
る）

11
（

。
義
尚
の
側
近

宗
瑞
〔
盛
時
〕
と
義
尚
の
弓
馬
師
範
小
笠
原
政
清
の
女
子
と
の
結
婚
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
盛
時
〔
宗
瑞
〕
は
政
所
執
事
伊
勢
貞
宗
の
従

兄
弟
だ
か
ら
、
こ
れ
は
、
名
門
家
族
同
士
の
婚
姻
だ
っ
た
。

　『
小
田
原
編
年
録
』
は
二
次
史
料
だ
が
、
政
清
の
実
子
「
六
郎
」
の
子
元
続
〔
氏
綱
の
従
兄
弟
〕
に
つ
い
て
、
氏
綱
と
親
し
い
関
係
だ

っ
た
こ
と
を
示
す
一
次
史
料
が
あ
る
。
小
笠
原
元
続
は
大
永
年
間
ま
で
奉
公
衆
と
し
て
在
京
し
た
よ
う
だ
。
大
永
七
（
一
五
二
七
）
年
に

近
江
に
逃
れ
た
細
川
高
国
が
北
条
長
綱
（
氏
綱
弟
・
幻
庵
宗
哲
）
に
宛
て
た
書
状
に
「
猶
小
笠
原
兵
部
（
元
続
）
可
有
演
説
候）

11
（

」
と
あ
り
、

小
田
原
に
下
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
小
田
原
に
留
ま
っ
て
氏
綱
に
仕
え
、
伊
勢
貞
孝
が
天
文
五
〔
一
五
三
六
〕
年
頃
に
幕
府
政

所
執
事
に
な
っ
た
あ
と
、
貞
孝
の
家
宰
蜷
川
親
俊
に
宛
て
た
氏
綱
書
状
に
副
状
を
付
す）

11
（

よ
う
に
な
る
。

　
二
木
謙
一
氏
が
小
笠
原
政
清
と
春
浦
宗
熈
と
の
関
係
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
ら
れ
る）

11
（

。
春
浦
宗
凞
の
『
春
浦
録
』
に
収
め
る
「
小
笠
原

大
中
元
公
居
士
尽
七
日
」
法
語
に
「
孝
子
政
清
」
の
依
頼
を
う
け
た
旨
の
記
述
が
あ
る）

11
（

。「
大
中
」
の
法
名
は
持
清
の
法
名
で
あ
る）

11
（

。
寛

正
六
〔
一
四
六
五
〕
年
、
政
清
の
父
持
清
の
葬
儀
に
お
い
て
、
政
清
の
依
頼
で
春
浦
が
導
師
を
務
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
舅
で
あ
る
政
清

が
春
浦
宗
凞
に
帰
依
し
て
い
た
た
め
に
、
婿
の
宗
瑞
が
春
浦
に
巡
り
会
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

【
五
山
派
の
黙
堂
寿
昭
・
大
徳
寺
派
の
東
溪
宗
牧
ら
と
の
接
触
】

　
宗
瑞
は
春
浦
宗
凞
に
併
行
し
て
曹
洞
宗
や
五
山
派
の
臨
済
禅
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
宗
瑞
の
禅
理
解
は
表
面
的
な
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も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
宗
瑞
自
身
に
探
求
の
動
機
が
あ
っ
て
何
人
か
の
師
匠
に
指
導
を
求
め
る
う
ち
に
、
と
り
わ
け
て

大
徳
寺
と
の
関
係
が
深
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
春
浦
宗
凞
と
の
関
係
は
文
明
一
八
年
前
後
に
始
ま
り
、
長
享
元
〔
文
明
一
九
〕
年
に

宗
瑞
が
駿
河
に
下
向
し
た
あ
と
も
明
応
五
〔
一
四
九
六
〕
年
に
春
浦
が
没
す
る）

11
（

ま
で
続
い
た
よ
う
だ
。
明
応
三
年
に
初
見
す
る
「
宗
瑞
」

の
法
諱
は）

1（
（

大
徳
寺
系
と
み
ら
れ
る
。
春
浦
に
授
け
て
も
ら
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
間
の
延
徳
二
〔
一
四
九
〇
〕
年
七
月
に
、
五
山
派
の
指
導
者
だ
っ
た
瑞
渓
周
鳳
の
側
近
相
国
寺
慶
雲
院
院
主
黙
堂
寿
昭
が
宗
瑞
に

招
か
れ
て
駿
河
に
下
向
し
た）

11
（

。
明
応
元
〔
一
四
九
二
〕
年
八
月
に
は
「
駿
州
大
富
山
善
得
寺
」
に
い
た
と
い
い
、
景
徐
周
麟
の
『
翰
林
葫

蘆
集
』
に
は
、
駿
河
に
招
く
人
が
い
た
た
め
に
下
向
し
た
と
あ
る
。
善
得
寺
〔
現
在
廃
寺
、
静
岡
県
富
士
市
今
泉
の
善
徳
寺
公
園
〕
は
宗

瑞
の
所
領
と
伝
え
る
「
富
士
下
方
」
の
内
に
あ
る
。
宗
瑞
が
い
た
と
伝
え
る
興
国
寺
は
善
得
寺
の
「
末
寺
」
で
あ
っ
た
。
黙
堂
寿
昭
を
駿

河
に
招
い
た
の
は
出
家
前
の
伊
勢
盛
時
〔
宗
瑞
〕
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　『
北
野
社
家
日
記
』
延
徳
三
年
八
月
一
〇
日
条
に
、
将
軍
足
利
義
稙
の
申
次
伊
勢
貞
遠
が
駿
河
に
い
る
「
伊
勢
新
九
郎
」
盛
時
と
自
分

と
は
「
同
名
」
だ
と
述
べ
た
記
事
が
あ
る
。
こ
の
頃
、
宗
瑞
は
在
俗
で
あ
っ
た
。
同
年
七
月
一
日
に
足
利
茶
々
丸
が
継
母
で
あ
る
足
利
政

知
後
室
円
満
院
殿
武
者
小
路
氏
〔
義
澄
生
母
〕
を
殺
害）

11
（

し
、
明
応
二
〔
一
四
九
三
〕
年
に
宗
瑞
が
茶
々
丸
を
攻
撃
し
始
め
た）

11
（

。
盛
時
〔
宗

瑞
〕
を
庵
号
「
早
雲
」
で
呼
ぶ
初
見
史
料
は
『
松
堂
高
盛
禅
師
語
録
』
明
応
三
〔
一
四
九
四
〕
年
八
月
記）

11
（

で
あ
る
。「
宗
瑞
」
の
法
諱
は

同
年
一
一
月
一
七
日
付
の
古
河
公
方
足
利
政
氏
書
状）

11
（

に
初
出
す
る
。「
宗
瑞
」
の
法
諱
は
大
徳
寺
系
で
あ
る
。
明
応
二
～
三
年
頃
に
春
浦

宗
熈
か
ら
「
宗
瑞
」
の
法
諱
を
授
け
ら
れ
た
と
み
て
良
い
の
だ
と
す
る
と
、
春
浦
と
の
交
際
は
五
山
派
の
黙
堂
寿
昭
と
の
交
際
に
併
行
し

て
続
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
黙
堂
寿
昭
は
明
応
元
年
五
月
に
鎌
倉
円
覚
寺
の
公
文
を
得
て
お
り）

11
（

、
宗
瑞
と
鎌
倉
五
山
と
の
接
点
に
な
り
得
る
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
史
料
一
の
玉
隠
の
願
文
に
は
黙
堂
の
介
在
は
み
え
な
い
。
永
正
五
〔
一
五
〇
八
〕
年
以
降
、
東
溪
宗
牧
を
介
し
て
再
び
宗
瑞
と
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二

大
徳
寺
と
の
関
係
が
強
ま
っ
た
。

　
永
正
五
年
一
一
月
、
宗
瑞
と
共
に
春
浦
宗
熈
に
学
ん
だ
東
溪
宗
牧
が
、
宗
瑞
の
こ
と
を
「
武
士
に
し
て
禅
に
ゆ
く
者
」
と
称
揚
す
る
文

を
記
し
た
。
宗
瑞
の
禅
理
解
が
深
い
、
と
考
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

史
料
四
「
東
溪
宗
牧
語
録）

11
（

」

東
海
路
、
有
武
而
之
禅
人
、
諱
曰
宗
瑞
、
自
称
早
雲
菴
主
、
曾
入
正
続
大
宗
禅
師
〔
春
浦
宗
熈
〕
室
而
操
吾
三
玄
之
戈
、
周
一
世
之

雄
而
仏
法
中
人
也
、
故
傾
誠
於
外
護
者
、
金
湯
未
為
険
矣
、
弗
克

鷲
嶺
記

者
歟
、
或
人
字
之
曰
天
山
〔
マ
マ
・
天
岳
〕、
今
茲

冬
便
於
飛
□
〔
廉
ヵ
〕
而
、
見
求
孫
一
偈
於
其
下
、
厳
令
難
拒
、
因
贅
之
云
、

一
劃
纔
形
蒼
蓋
円
、
包
容
万
有
四
時
遷
、
孤
峰
頂
上
回
頭
看
、
日
月
星
辰
脚
下
辺

永
正
五
仲
冬
日

　
　
前
─
─
（
大
徳
東
渓
宗
牧
）
迅
毫

　
史
料
四
に
は
、
宗
瑞
が
春
浦
宗
熈
に
学
ん
だ
こ
と
、
あ
る
人
が
宗
瑞
の
法
名
を
「
天
山
〔
実
は
天
岳
が
正
し
い
〕」
と
名
付
け
、
宗
瑞

が
宗
牧
に
「
偈
」
を
授
け
て
く
れ
と
頼
ん
で
き
た
た
め
、
永
正
五
年
一
一
月
に
記
し
た
、
と
あ
る
。
東
溪
宗
牧
は
「
筑
前
太（

マ
マ
）宰

府
」
の
人）

11
（

で
、
文
明
一
四
〔
一
四
八
二
〕
年
頃
に
春
浦
に
参
禅
し
、
春
浦
宗
熈
の
遺
言
で
春
浦
の
高
弟
実
伝
宗
真
の
弟
子
に
な
っ
た
と
い
う
。
春
浦

に
参
禅
し
て
い
た
時
期
が
宗
瑞
と
重
な
る
の
で
、
面
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。「
武
而
之
禅
人
」
と
い
う
批
評
は
「
武

士
の
立
場
で
禅
に
心
を
向
け
る
人
」
と
い
う
意
味
で
、
宗
瑞
を
真
剣
な
仏
教
者
だ
と
賞
賛
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
の
史
料
四
は
、
政
治
情
勢
の
変
化
で
永
正
五
年
に
宗
瑞
と
京
都
と
の
交
流
が
活
発
化
し
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
。
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華
叟
宗
曇

一
休
宗
純

陽
峰
宗
韶

東
海
宗
朝

以
天
宗
清

養
叟
宗
頤

春
浦
宗
凞

実
伝
宗
真

東
溪
宗
牧

　
永
正
五
年
は
、
五
月
に
い
わ
ゆ
る
「
流
れ
公
方
」
足
利
義
稙
が
京
都
に
復
帰
し
た
年
で
、
七
月
に
義
稙
が
今
川
氏
親
を
遠
江
守
護
に
補

す
な
ど
宗
瑞
・
氏
親
と
京
都
と
の
交
流
が
活
発
化
し
た
年
で
あ
っ
た
。
細
川
政
元
は
、
文
亀
元
〔
一
五
〇
一
〕
年
半
ば
以
降
、
斯
波
氏
・

山
内
上
杉
氏
と
結
ん
で
宗
瑞
や
氏
親
に
敵
対
し
て
い
た）

11
（

。
永
正
四
年
に
政
元
が
暗
殺
さ
れ
た
あ
と
、
細
川
京
兆
家
の
内
部
分
裂
が
激
化
し

て
将
軍
足
利
義
澄
が
近
江
に
逃
れ
、
対
立
し
て
い
た
足
利
義
稙
が
帰
京
し
た
。
宗
瑞
ら
は
永
正
三
年
頃
に
政
元
を
見
限
っ
て
足
利
義
稙
に

通
じ
て
い
た
の
で
、
義
稙
の
帰
京
後
に
宗
瑞
ら
と
京
都
と
の
交
流
が
活
発
化
し
た
の
で
あ
る
。

【
東
海
宗
朝
の
弟
子
以
天
宗
清
を
招
請
】

　『
延
寶
伝
燈
録
巻
第
三
十
二
』
東
海
宗
朝
の
項）

1（
（

に
は
、
以
天
宗
清
の
師
で
あ
る
東
海
宗
朝
と
前
述
し
た
東
溪
宗
牧
と
の
間
の
作
詩
に
関

す
る
や
り
と
り
が
み
え
、
二
人
が
懇
意
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
宗
瑞
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
東
溪
の
仲
立
ち
で
東
海
宗
朝
の
弟
子

以
天
宗
清
の
伊
豆
下
向
が
決
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
正
宗
大
隆
禅
師
以
天
宗
清
の
伝
記
『
大
隆
禅
師
行
実
』
に
は
、
宗
瑞
ら
が
以
天
を
招
請
す
る
ま
で
の
事
情
が
み
え
る
。

史
料
五
『
大
隆
禅
師
行
実）

11
（

』

　
特
賜
正
宗
大
隆
禅
師
以
天
和
尚
行
実
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師
（
以
天
宗
清
）
諱
宗
清
、
平
安
城
之
人
也
、
母
一
夕
夢
、
有
一
僧
来
、
持
鉢
、
奴
婢
不
顧
、
母
自
以
盆
米
施
焉

　〔
中
略
〕
覚
後

有
妊
、
文
明
〈
壬
辰
〉
夏
、
天
下
大
旱
、
及
師
生
、
甘
雨
沛
然

　〔
中
略
〕
十
七
歳
而
入
建
仁
、
閲
一
大
蔵
経
、
已
欲
半
時
、
有
二

三
僧
〈
偶
〉
論
諸
山
禅
、
但
龍
峰
（
龍
寶
山
大
徳
寺
）
之
禅
、
尤
為
勝
、
特
東
海
朝
和
尚
門
庭
厳
峻
而
、
学
履
無
入
戸
者
、
師
〈
聞

之
〉
心
甚
慕
之
、
即
〈
翌
〉
日
罷
閲
教
往
謁
焉
、
偶
逢
東
海
出
作
礼
於
門
外
、
合
爪
而
立
、
海
便
問
〈
自
〉
何
處
来
、
師
曰
、
東
山

（
建
仁
寺
）、〔
中
略
〕
海
察
其
志
不
凡
、
乃
許
入
室
、
晨
夕
参
究
〔
中
略
〕
永
正
龍
集
〈
丙
子
〉
冬
一
一
月
、
清
首
座
（
以
天
宗
清
）

需
賛
因
為
之
書
、
于
時
、
北
条
氏
茂
公
（
マ
マ
、
伊
勢
宗
瑞
）
治
豆
州
・
相
州
振
威
東
関
、
厚
礼
而
請
師
、
遂
相
□
相
州
足
柄
郡
創

早
雲
禅
刹
、
此
地
也
、
南
有
南
屏
聳
、
東
早
川
□
□
流
、
北
有
小
朶
峰
、
西
温
湯
涌
出
、
自
為
衆
浴
室
、
故
號
金
湯
山
、
曳
師
為
第

一
世
、
永
正
十
六
〈
己
卯
〉〔
マ
マ
脱
あ
る
か
〕、
承
勅
出
世
于
龍
寶
山
上
堂
〔
以
下
、
開
堂
法
語
を
略
す
〕

　
以
天
は
「
文
明
〈
壬
辰
〉」、
即
ち
文
明
四
〔
一
四
七
二
〕
年
の
誕
生
で
、
一
七
歳
の
と
き
〔
長
享
二
年
〕
に
建
仁
寺
に
学
ん
で
い
て
、

東
海
宗
朝
の
令
名
を
聴
い
て
憧
れ
た
と
い
う
。
あ
て
も
な
く
大
徳
寺
に
赴
い
て
、
た
ま
た
ま
東
海
宗
朝
に
巡
り
会
っ
て
参
禅
を
許
さ
れ
た

と
い
う
。
史
料
一
に
よ
っ
て
宗
瑞
が
建
仁
寺
に
学
ん
だ
と
す
る
と
、
建
仁
寺
で
以
天
と
出
会
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、

確
証
は
な
い
。
永
正
一
三
年
か
ら
同
一
六
年
こ
ろ
に
宗
瑞
が
以
天
を
招
聘
し
た
時
の
媒
介
者
は
、
東
溪
宗
牧
〔
永
正
一
四
年
四
月
一
九
日

没
〕・
東
海
宗
朝
〔
永
正
一
五
年
一
一
月
二
七
日
没
〕
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
問
題
は
傍
線
部
に
あ
る
。「
永
正
龍
集
〈
丙
子
〉」
と
は
永
正
一
三
年
〔
丙
子
年
〕
で
あ
る
。
同
年
一
一
月
に
大
徳
寺
の
修
行
僧
で
あ
っ

た
「
清
首
座
」
以
天
宗
清
が
師
の
東
海
宗
朝
か
ら
皆
伝
の
賛
を
賜
っ
た
。
以
天
が
在
京
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
に
記
さ
れ
る

「
北
条
氏
茂
公
」
伊
勢
宗
瑞
が
「
豆
州
・
相
州
」
を
支
配
し
て
い
て
、
以
天
を
招
い
て
早
雲
寺
を
開
い
た
と
い
う
事
績
は
、「
永
正
龍
集

〈
丙
子
〉
冬
一
一
月
」
の
こ
と
で
は
な
く
、「
曳
師
為
第
一
世
、
永
正
十
六
〈
己
卯
〉」
に
か
か
る
文
言
だ
と
思
わ
れ
る
。
以
天
の
招
聘
は
、
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五

宗
瑞
が
三
浦
道
寸
を
滅
ぼ
し
た
永
正
一
三
年
七
月
よ
り
も
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
宗
瑞
は
「
永
正
十
六
〈
己
卯
〉」
八
月
に
没
し
た
。
早
雲

寺
の
開
創
に
関
わ
る
右
の
史
料
五
の
な
か
に
宗
瑞
の
死
没
記
事
が
な
い
の
は
お
か
し
い
。「
永
正
十
六
〈
己
卯
〉」
と
い
う
文
言
の
後
に
は
、

宗
瑞
の
死
没
に
関
す
る
文
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
転
写
の
過
程
で
失
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　「
早
雲
寺
記
録）

11
（

」
に
は
、
以
天
宗
清
の
下
向
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
宗
瑞
の
「
豆
州
韮
山
へ
御
隠
居
之
節
、
以
天
和
尚
ヲ
京
都

ヨ
リ
御
請
待
ニ
テ
、
豆
州
香
山
寺
ニ
暫
ク
居
住
、
其
後
早
雲
公
御
逝
去
、
御
遺
言
ニ
テ
、
氏
綱
公
当
寺
〔
早
雲
寺
〕
御
建
立
、
以
天
和
尚

ヲ
開
山
ト
被
レ
成
」
た
と
あ
る
。「
豆
州
韮
山
へ
御
隠
居
」
と
は
、
永
正
一
五
～
一
六
年
頃
に
宗
瑞
が
氏
綱
に
家
督
を
譲
っ
た
こ
と
を
指

す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
に
以
天
の
下
向
が
実
現
し
た
が
、
早
雲
寺
は
ま
だ
な
く
、
以
天
を
韮
山
城
下
の
山
木
に
あ
っ
た
香
山
寺
に
入
れ
、

同
一
六
年
八
月
一
五
日
の
宗
瑞
の
死
を
迎
え
た
と
思
し
い
。

　
伊
豆
長
岡
の
宝
成
寺
に
は
、「
寶
成
寺
山
林
竹
木
」
以
下
を
「
早
雲
寺
殿
御
制
札
」
の
と
お
り
安
堵
す
る
永
正
一
八
〔
大
永
元
・
一
五

二
一
〕
年
四
月
一
二
日
伊
勢
氏
綱
制
札
の
写
し）

11
（

が
あ
る
。
早
雲
寺
が
既
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
み
ら
れ
る
。

　
以
天
宗
清
の
伝
記
を
記
す
前
掲
史
料
五
『
大
隆
禅
師
行
実
』
の
記
載
で
は
、
永
正
一
六
年
に
以
天
が
大
徳
寺
住
持
に
な
っ
た
よ
う
に
み

え
る
。
し
か
し
、
永
正
一
六
年
八
月
に
伊
勢
宗
瑞
が
没
し
て
い
る
の
で
、
以
天
が
同
年
中
に
上
洛
し
て
大
徳
寺
に
止
住
し
て
い
た
と
す
る

と
、
以
天
は
宗
瑞
の
一
周
忌
も
三
周
忌
も
、
下
手
を
す
る
と
宗
瑞
没
後
の
葬
儀
も
勤
め
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
史
料
五
の

「
永
正
十
六
〈
己
卯
〉」
と
「
承
勅
出
世
于
龍
寶
山
上
堂
」
と
の
間
に
は
何
ら
か
の
脱
文
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
大
徳
寺
の
史
書
『
龍
寶
山
大
徳
禅
寺
世
譜
』『
龍
寶
山
志）

11
（

』
は
、
以
天
の
大
徳
寺
住
持
就
任
初
回
を
大
永
二
〔
一
五
二
二
〕
年
四
月
二

一
日
だ
と
す
る
。『
龍
寶
山
志
』
に
は
「
出
世
開
堂
」
と
あ
り
、『
大
隆
禅
師
行
実
』
に
は
開
堂
法
語
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
天
が
大
永

二
〔
一
五
二
二
〕
年
に
大
徳
寺
第
八
三
世
に
な
っ
て
入
堂
儀
式
を
行
っ
た
と
い
う
『
龍
寶
山
志
』
の
記
載
を
信
用
し
て
良
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
以
天
宗
清
は
、
早
雲
寺
の
基
礎
を
形
作
っ
た
あ
と
に
上
洛
し
た
の
だ
と
み
て
良
か
ろ
う
。
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こ
こ
で
、
建
長
寺
天
源
庵
再
興
の
年
次
を
記
す
史
料
は
な
い
が
、
以
天
が
大
徳
寺
住
持
に
な
る
前
か
後
か
を
考
え
て
み
る
と
、
上
洛
以

前
に
着
手
し
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
大
徳
寺
僧
衆
は
永
正
六
〔
一
五
〇
九
〕
年
以
前
か
ら
天
源
庵
の
再
興
に
腐
心
し
て

い
た
。
相
模
に
下
っ
た
以
天
が
再
興
に
着
手
せ
ず
に
上
洛
し
て
大
徳
寺
の
住
持
を
務
め
、
再
度
の
下
向
の
あ
と
で
再
興
に
着
手
し
た
と
み

る
よ
り
も
、
再
興
に
着
手
し
た
う
え
で
上
洛
し
て
大
永
二
年
に
大
徳
寺
住
持
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
が
蓋
然
性
が
あ
る
。

　
氏
綱
は
、
宗
瑞
が
志
し
て
果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
箱
根
神
社
宝
殿
の
再
興
を
大
永
三
年
に
行
っ
た）

11
（

。
史
料
一
を
宗
瑞
が
生
前
に
天
源

庵
の
再
興
を
表
明
し
て
い
た
事
実
を
背
景
に
す
る
も
の
だ
と
み
る
と
、
天
源
庵
の
再
興
は
箱
根
神
社
宝
殿
の
再
興
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
と
い
う
関
係
に
な
る
。
い
ず
れ
も
、
小
田
原
に
本
拠
を
移
す
政
略
の
一
部
だ
っ
た
よ
う
だ
。

【
韮
山
か
ら
小
田
原
へ
の
本
拠
地
の
移
転
】

　
静
岡
県
沼
津
市
の
妙
海
寺
に
伝
わ
る
永
正
一
六
（
一
五
一
九
）
年
八
月
八
日
今
川
氏
親
諸
役
免
除
状
に
は
、
妙
海
寺
に
対
す
る
諸
公
事

を
「
韮
山
殿
如
御
判
」
く
「
北
川
殿
御
末
代
」
ま
で
免
除
す
る
と
あ
る）

11
（

。「
韮
山
殿
」
は
伊
勢
宗
瑞
、「
北
川
殿
」
は
氏
親
の
生
母
〔
宗
瑞

の
姉
妹
〕
を
指
す
。
宗
瑞
は
同
月
一
五
日
に
没
す
る
の
で
、
彼
は
死
の
直
前
ま
で
「
韮
山
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宗
瑞

の
本
拠
は
韮
山
に
あ
り
、
小
田
原
は
二
代
伊
勢
〔
北
条
〕
氏
綱
の
本
拠
と
し
て
新
た
に
設
定
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
以
天
宗
清
の
招
聘

は
こ
の
戦
略
展
開
に
関
わ
っ
て
い
る
問
題
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
近
年
の
考
古
学
的
研
究
に
よ
り
、
明
応
年
間
〔
同
四
年
な
い
し
九
年
〕
に
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
が
あ
っ
た
と
い
う
仮

説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
根
拠
史
料
と
な
る
『
勝
山
記
』
の
信
憑
性
と
「
上
ノ
午
ノ
年
大
地
震
（
明
応
七
年
東
南
海
地
震
）
ニ
モ
勝
レ）

11
（

」

て
い
た
と
い
う
地
震
の
規
模
か
ら
、
明
応
九
〔
一
五
〇
〇
〕
年
六
月
四
日
地
震
が
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る

同
程
度
〔
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
〕
規
模
の
元
禄
地
震
〔
元
禄
一
六
〔
一
七
〇
三
〕
年
一
一
月
二
二
日
〕・
関
東
大
震
災
〔
大
正
一
二
〔
一
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九
二
三
〕
年
九
月
一
日
〕
の
被
害
に
照
ら
す
と
、
小
田
原
市
街
と
箱
根
道
・
熱
海
道
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
。
箱
根

道
・
熱
海
道
の
交
通
収
益
を
失
っ
た
小
田
原
大
森
氏
が
本
拠
地
を
足
柄
峠
方
面
〔
小
山
町
域
〕
に
移
す
契
機
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。
宗
瑞
・
氏
綱
父
子
が
小
田
原
に
本
拠
を
移
す
事
業
は
、
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
小
田
原
市
街
が
住
民
た
ち
の
力
で
復
興
す
る
過

程
に
、
途
中
か
ら
宗
瑞
ら
が
絡
ん
で
ゆ
く
関
係
と
し
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
箱
根
道
は
文
亀
二
〔
一
五
〇
二
〕
年
七
月
末
に
は
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。『
宗
祇
終
焉
記
』
に
よ
れ
ば
、
連
歌
師
宗
祇
と

弟
子
の
宗
長
が
国
府
津
か
ら
箱
根
湯
本
を
経
て
駿
河
に
向
か
っ
た）

11
（

。
た
だ
し
、
宗
祇
ら
は
「
小
田
原
」
に
滞
在
す
る
こ
と
は
な
く
、
宗
長

は
小
田
原
市
街
の
地
名
も
、
支
配
者
の
姿
も
記
し
て
い
な
い
。

　「
宗
長
手
記
」
に
よ
れ
ば
、
永
正
元
〔
一
五
〇
四
〕
年
九
月
の
立
川
原
〔
立
川
市
〕
の
合
戦
に
参
加
し
た
今
川
氏
親
・
伊
勢
宗
瑞
は
、

帰
途
、
鎌
倉
に
滞
在
し
、
熱
海
・
韮
山
で
湯
治
し
て
帰
国
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
宗
長
は
熱
海
道
の
入
り
口
に
あ
た
る
小
田
原
に
つ
い

て
、
地
名
自
体
を
記
し
て
い
な
い）

11
（

。
箱
根
道
・
熱
海
道
の
入
り
口
に
あ
た
る
「
小
田
原
」
は
復
興
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
宗
瑞
と
小
田
原
と
の
関
係
を
示
す
史
料
は
、
永
正
七
〔
一
五
一
〇
〕
年
に
な
っ
て
初
め
て
現
れ
る
。

　「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
十
」
永
正
七
年
一
〇
月
一
九
日
三
浦
道
寸
書
状
に
は
、「
伊
勢
入
道
当
国
乱
入
」
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
、
相
模
守

護
扇
谷
上
杉
朝
良
〔
建
芳
〕
が
反
撃
し
て
、「
小
田
原
城
涯
迄
悉
打
散
」
ら
し
た
と
あ
る）

1（
（

。
明
応
九
〔
一
五
〇
〇
〕
年
地
震
を
想
定
す
る

と
、
一
〇
年
後
に
な
っ
て
漸
く
小
田
原
が
復
興
し
て
、
伊
豆
か
ら
相
模
に
侵
攻
す
る
宗
瑞
の
出
撃
基
地
が
置
か
れ
た
と
解
せ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
小
田
原
を
首
府
と
し
て
伊
豆
・
相
模
を
支
配
す
る
構
想
は
、
相
模
征
服
後
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
宗
瑞
は
永
正
九
年
八
月
に
三
浦
道
寸
を
攻
め
て
岡
崎
城
〔
平
塚
市
岡
崎
〕
を
奪
い
、
道
寸
を
三
浦
半
島
に
追
い
込
ん
だ）

11
（

。
相
模
守
護
扇

谷
上
杉
朝
良
の
拠
点
だ
っ
た
糟
屋
荘
〔
伊
勢
原
市
上
糟
屋
〕
も
奪
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
戦
乱
に
は
決
着
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
相
模
国

に
対
す
る
領
国
支
配
を
確
立
す
る
に
は
、
ま
だ
ほ
ど
遠
い
状
況
だ
っ
た
。
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宗
瑞
は
永
正
一
三
〔
一
五
一
六
〕
年
に
相
模
玉
縄
城
〔
鎌
倉
市
城
廻
〕
を
完
成
し
て
扇
谷
上
杉
勢
の
相
模
侵
攻
を
遮
っ
た）

11
（

。
同
年
七
月

一
一
日
に
三
浦
道
寸
・
義
意
父
子
を
新
井
城
〔
三
浦
市
三
崎
町
小
網
代
〕
で
滅
ぼ
し
、
相
模
全
体
を
征
服
し
た）

11
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
小

田
原
が
扇
谷
上
杉
朝
良
や
三
浦
道
寸
に
脅
か
さ
れ
る
状
況
を
克
服
し
、
韮
山
か
ら
移
転
す
る
条
件
が
整
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
浦
道
寸
の
滅
亡
は
、
領
国
拡
張
戦
略
の
転
機
に
も
な
っ
て
い
る
。
宗
瑞
と
氏
綱
は
戦
略
目
標
を
上
総
・
武
蔵
へ
の
侵
攻
に
切
り
替
え

た
。
永
正
一
三
年
一
一
月
に
宗
瑞
は
上
総
妙
光
寺
（
現
在
の
藻
原
寺
・
千
葉
県
茂
原
市
茂
原
）
に
禁
制
を
発
給
し）

11
（

、
翌
年
秋
に
か
け
て
侵

攻
し
た）

11
（

。
宗
瑞
が
氏
綱
に
家
督
を
譲
っ
た
あ
と
、
永
正
一
六
年
七
月
に
氏
綱
が
発
行
し
た
禁
制
が
上
総
妙
光
寺
に
伝
わ
る）

11
（

。
武
蔵
へ
の
侵

攻
は
、
大
永
四
年
に
江
戸
城
を
奪
う
頃
に
明
瞭
と
な
る
。

　
三
浦
道
寸
の
滅
亡
は
後
北
条
領
国
と
今
川
領
国
と
の
分
離
の
画
期
に
も
な
っ
た
。
宗
瑞
は
甥
の
今
川
氏
親
に
従
っ
て
遠
江
・
三
河
に
出

陣
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
永
正
一
〇
（
一
五
一
三
）
年
三
月
ま
で
し
か
確
認
で
き
な
い
。
三
浦
氏
滅
亡
後
の
永
正
一
四
年
冬
か
ら
翌

年
に
か
け
て
、
引
間
荘
（
浜
松
市
）
で
氏
親
と
斯
波
勢
と
の
決
戦
が
あ
っ
た
。
宗
瑞
は
上
総
に
侵
攻
し
て
い
た
た
め
か
参
戦
し
て
い
な
い）

11
（

。

　
小
田
原
を
本
拠
と
し
て
相
模
を
領
国
支
配
す
る
う
え
で
重
要
だ
っ
た
の
が
、
関
東
の
首
府
鎌
倉
の
支
配
だ
っ
た
。
特
に
、
古
河
公
方
と

の
縁
が
深
か
っ
た
五
山
・
鶴
岡
を
味
方
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
永
正
一
二
年
二
月
に
円
覚
寺
の
公
事
を
免
除
し
た
宗
瑞
・
氏
綱

の
判
物
が
あ
り）

11
（

、
諸
役
免
除
は
三
浦
氏
滅
亡
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
は
い
え
、
宗
瑞
が
南
浦
紹
明
を
尊
重
し
た
と

い
う
話
は
諸
役
免
除
か
ら
は
出
て
こ
な
い
。
建
長
寺
に
つ
い
て
は
、
天
源
庵
の
再
興
が
焦
点
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　『
快
元
僧
都
記
』
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
供
僧
快
元
の
日
記
で
、
享
祿
五
（
天
文
元
・
一
五
三
二
）
年
か
ら
天
文
一
一
年
に
か
け
て
の
記
事

が
残
り
、
氏
綱
の
推
進
し
た
鶴
岡
八
幡
宮
再
建
事
業
に
関
す
る
記
事
が
詳
し
い
。
次
の
記
事
は
、
建
長
寺
・
円
覚
寺
の
僧
衆
が
氏
綱
の
為

に
戦
勝
祈
願
の
祈
祷
を
行
っ
た
と
い
う
も
の
だ
。
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史
料
六
『
快
元
僧
都
記
』
天
文
四
〔
一
五
三
五
〕
年
九
月
二
三
日
条）

11
（

廿
三
日
、
於
鶴
岳
、
敵
〔
扇
谷
上
杉
朝
興
〕
退
散
為
祈
祷
、
建
長
・
円
覚
両
寺
僧
達
十
余
人
、
大
般
若
真
読
、
於
當
社
黒
衣
之
僧
達

祈
祷
、
前
代
未
聞
是
始
也
云
々
、
廿
七
日
迄
被
読
了

　
天
文
四
年
八
月
に
北
条
〔
伊
勢
〕
氏
綱
が
駿
河
今
川
氏
輝
と
協
調
し
て
甲
斐
に
出
兵
し
、
そ
の
隙
に
「
敵
」
扇
谷
上
杉
朝
興
が
相
模
に

侵
攻
し
て
「
中
郡
大
磯
・
平
塚
・
一
宮
、
其
外
小
和
田
・
賀
崎
・
鵠
沼
」
を
焼
き
払
っ
た）

1（
（

。
こ
の
際
に
、
建
長
・
円
覚
両
寺
の
僧
が
鶴
岡

八
幡
宮
で
「
敵
退
散
」
を
祈
っ
た
と
あ
る
。
鶴
岡
の
供
僧
で
は
な
く
「
建
長
・
円
覚
両
寺
」
の
僧
侶
が
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
氏
綱
の
た
め
に

「
敵
退
散
」
を
祈
っ
た
と
い
う
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「
建
長
・
円
覚
両
寺
」
は
氏
綱
の
与
党
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
快
元
は
『
快
元
僧
都
記
』
天
文
四
年
八
月
二
日
条）

11
（

で
氏
綱
の
寺
社
修
造
事
業
を
賞
賛
し
て
い
る
。
古
河
公
方
も
関
東
管
領
も
寺
社
の
保

護
・
修
造
に
配
慮
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
批
判
し
た
う
え
で
、「
氏
綱
、
伊
豆
・
三
島
・
筥
根
之
建
立
、
先
忘
親
〔
マ
マ
・
亡
親
〕〈
早

雲
〉
之
寺
、
剰
関
東
之
宗
廟
當
社
〔
鶴
岡
八
幡
宮
〕、
如
此
建
立
、
希
代
之
奇
特
耳
、〔
中
略
〕、
定
利
生
吉
事
可
有
之
」
と
記
す
。
古
河

公
方
も
関
東
管
領
も
た
よ
り
に
な
ら
な
い
状
況
の
な
か
で
、
氏
綱
は
熱
海
伊
豆
山
神
社
・
三
島
大
社
・
箱
根
神
社
・
鶴
岡
八
幡
宮
お
よ
び

早
雲
寺
の
修
造
で
善
根
を
積
ん
で
お
り
、
吉
事
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
。

　『
快
元
僧
都
記
』
天
文
七
年
一
〇
月
一
五
日
条）

11
（

に
は
、
同
月
七
日
の
国
府
台
合
戦
で
小
弓
御
所
足
利
義
明
ら
が
氏
綱
に
敗
れ
て
戦
没
し

た
事
情
に
つ
い
て
、「
年
来
氏
綱
造
営
不
怠
」
る
が
ゆ
え
で
あ
る
と
し
、「
八
ヶ
国
之
可
為
大
将
軍
事
无
疑
」
と
す
る
。
寺
社
修
造
を
支
配

者
と
し
て
の
資
格
に
関
わ
る
責
務
だ
と
し
、
氏
綱
は
関
東
を
統
べ
る
「
大
将
軍
」
に
な
る
こ
と
疑
い
な
し
と
い
う
。
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
供

僧
快
元
が
氏
綱
を
賞
賛
す
る
理
由
は
鶴
岡
八
幡
宮
の
修
造
事
業
に
あ
る
。
快
元
は
建
長
寺
天
源
庵
の
修
造
に
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
天

源
庵
の
再
興
は
建
長
寺
僧
衆
が
氏
綱
の
与
党
に
な
る
契
機
だ
っ
た
と
し
て
相
応
し
い
だ
ろ
う
。
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さ
て
、
箱
根
神
社
は
小
田
原
の
領
主
で
あ
る
。
同
社
所
蔵
の
永
正
一
六
〔
一
五
一
九
〕
年
四
月
二
八
日
伊
勢
宗
瑞
譲
状）

11
（

に
は
「
四
百
く

わ
ん
文

　
お
た
ハ
ら
」「
六
く
わ
ん
文

　〈
同
（
小
田
原
）〉
宿
の
ち
し
せ
ん
（
地
子
銭
）」
な
ど
を
「
は
こ
ね
り
ゃ
う
〔
箱
根
領
〕
所
々
」

の
一
部
と
し
て
宗
瑞
の
子
菊
寿
丸
〔
伊
勢
長
綱
・
幻
庵
宗
哲
〕
に
譲
る
旨
が
あ
る
。
宗
瑞
が
小
田
原
に
対
す
る
支
配
権
を
取
得
し
た
時
期

と
事
情
が
不
明
だ
が
、
宗
瑞
は
こ
の
と
き
箱
根
神
社
の
神
職
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
箱
根
神
社
領
の
地
頭
な
い
し
領
家
箱
根
神
社
の
所
務

代
官
と
し
て
小
田
原
を
支
配
し
た
と
み
て
良
い
よ
う
だ
。
箱
根
神
社
の
修
造
は
、
宗
瑞
ら
が
小
田
原
な
ど
の
「
は
こ
ね
り
ゃ
う
〔
箱
根

領
〕」
か
ら
収
税
す
る
権
限
に
対
応
す
る
、
社
会
的
な
責
務
と
し
て
果
た
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
大
永
三
〔
一
五
二
三
〕
年
の
箱
根
神
社
造
営
棟
札）

11
（

に
は
、
伊
勢
氏
綱
が
宗
瑞
の
遺
志
を
継
い
で
同
社
の
修
造
を
行
っ
た
と
あ
る
。
小
田

原
を
領
国
支
配
の
中
心
に
す
る
こ
と
と
、
箱
根
神
社
を
修
造
す
る
こ
と
と
は
権
利
・
義
務
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
建
長
寺
天

源
庵
の
再
興
は
、
鎌
倉
五
山
を
従
え
る
領
国
統
治
に
関
わ
る
社
会
的
責
務
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
解
さ
れ
る
。

【
お
わ
り
に
】

　
建
長
寺
天
源
庵
が
永
正
元
〔
一
五
〇
四
〕
年
に
焼
失
し
、
の
ち
に
早
雲
寺
以
天
宗
清
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
こ
と
は
、
既
に
『
小
田
原

市
史
』
に
関
連
史
料
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
周
知
の
事
象
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
建
長
寺
と
関
わ
り
の
深
い
玉
隠
英
璵
が
、
宗
瑞
は
南
浦

紹
明
を
尊
重
し
た
と
い
っ
て
賞
賛
し
た
と
い
う
事
実
の
意
味
を
考
え
た
。

　
宗
瑞
は
以
天
宗
清
を
介
し
て
、
大
徳
寺
僧
衆
が
建
長
寺
天
源
庵
の
再
興
に
腐
心
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
ろ
う
。
永
正
一

三
年
に
相
模
を
軍
事
征
服
し
た
宗
瑞
・
氏
綱
は
、
相
模
お
よ
び
関
東
の
首
府
に
あ
た
る
鎌
倉
の
宗
教
勢
力
を
味
方
に
つ
け
る
必
要
性
を
認

識
し
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
こ
の
状
況
の
下
で
、
宗
瑞
が
天
源
庵
の
再
興
に
対
す
る
奉
加
を
表
明
し
、
こ
れ
を
歓
迎
し
た
玉
隠
が
宗
瑞
を

建
長
寺
僧
南
浦
紹
明
を
尊
重
す
る
外
護
者
と
し
て
賞
賛
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
仮
説
を
示
し
た
。
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代
替
わ
り
の
寺
社
修
造
事
業
と
い
う
現
象
は
、
北
条
氏
歴
代
の
う
ち
で
も
特
に
氏
綱
に
顕
著
で
あ
る
。
修
造
事
業
の
範
囲
も
、
相
模
湾

域
の
各
地
に
広
が
る
。
近
年
、
明
応
年
間
に
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
関
東
大
震
災
ク
ラ
ス
の
大
地
震
が
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
が
提
起

さ
れ
て
い
る
。
建
長
寺
天
源
庵
自
体
の
火
災
・
焼
失
は
こ
の
震
災
と
は
別
の
年
の
事
件
だ
が
、
氏
綱
の
寺
社
修
造
に
は
、
震
災
被
害
を
受

け
た
ま
ま
戦
乱
の
な
か
で
放
置
さ
れ
て
い
た
寺
社
の
修
造
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

註（
1
）　
早
雲
寺
の
概
要
は
岩
崎
宗
純
氏
「
早
雲
寺
の
創
建
と
大
徳
寺
関
東
龍
泉
派
」
一
九
九
八
年
、『
小
田
原
市
史
通
史
編
原
始
・
古
代
・
中
世
』
七
一

七
～
七
二
四
頁
に
よ
る
。

（
（
）　
同
企
画
の
展
示
図
録
『
開
基
五
百
年
記
念

　
早
雲
寺
─
戦
国
大
名
北
条
氏
の
遺
産
と
系
譜
─
』
二
〇
二
一
年
に
拙
稿
「
早
雲
庵
伊
勢
宗
瑞
と
箱
根

湯
本
早
雲
寺
」
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。

（
（
）　「
佳
境
集
」『
小
田
原
市
史

　
史
料
篇

　
原
始
・
古
代
・
中
世
Ⅰ
』〔
以
下
『
小
・
史
Ⅰ
』
と
略
記
す
る
〕
五
四
四
頁
、
後
掲
史
料
一
。

（
（
）　
以
下
、
臨
済
宗
大
応
派
・
大
覚
派
の
展
開
・
僧
侶
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
竹
貫
元
勝
氏
『
新
日
本
禅
宗
史
』
一
九
九
九
年
禅
文
化
研
究
所
、
玉
村

竹
二
氏
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
二
〇
〇
三
年
思
文
閣
出
版
、
鈴
木
学
術
財
団
『
大
日
本
仏
教
全
書
』〔
以
下
『
全
書
』
と
略
記
〕
所
収
『
日
本
洞

上
聯
燈
録
』『
続
日
域
洞
上
諸
祖
傳
』『
延
寶
伝
燈
録
』
に
よ
る
。

（
（
）　
柴
屋
軒
宗
長
『
東
路
の
津
登
』『
群
書
類
従
』
第
十
八
輯
七
七
九
～
七
八
二
頁
、
後
掲
史
料
二
。

（
（
）　『
明
叔
録
』『
小
田
原
市
史
　
史
料
篇
　
原
始
・
古
代
・
中
世
1
』
六
八
六
頁
、
後
掲
史
料
三
。

（
7
）　『
北
条
五
代
記
』『
改
定
史
籍
集
覧
第
五
冊
』
一
九
〇
頁
。

（
8
）　『
群
書
類
従
』
第
二
十
五
輯
五
五
〇
～
五
五
一
頁
。

（
9
）　
同
右
五
五
一
頁
、
後
掲
史
料
六
。

（
10
）　「
妙
海
寺
文
書
」『
静
岡
県
史
史
料
編
7
中
世
三
』〔
以
下
『
静
・
史
7
』
と
略
称
〕
七
二
九
号
。

（
11
）　「
早
雲
寺
記
録
」『
小
・
資
Ⅰ
』
七
一
一
頁
、
前
注
（
（
）
展
示
図
録
一
九
二
頁
。



箱
根
湯
本
早
雲
寺
の
開
山
以
天
宗
清
と
鎌
倉
五
山
建
長
寺
（
家
永
）�

五
二

（
1（
）　
金
子
浩
之
氏
「
宇
佐
美
遺
跡
検
出
の
津
波
堆
積
物
と
明
応
四
年
地
震
・
津
波
の
再
評
価
」
二
〇
一
二
年
『
伊
東
の
今
・
昔
』
一
〇
号
、
同
氏
『
戦

国
争
乱
と
巨
大
津
波
』
二
〇
一
六
年
雄
山
閣
、
盛
本
昌
広
氏
「『
温
古
集
録
』
収
録
の
龍
華
寺
棟
札
写
」
二
〇
一
五
年
『
金
沢
文
庫
研
究
』
三
三
五

号
、
拙
稿
「
伊
勢
宗
瑞
の
小
田
原
入
部
─
明
応
年
間
の
相
模
ト
ラ
フ
地
震
の
観
点
か
ら
─
」
二
〇
二
一
年
、
学
習
院
大
学
史
学
科
編
『
新
・
歴
史
遊

学
』
山
川
出
版
社
。

（
1（
）　
異
本
『
塔
寺
八
幡
宮
長
帳
』『
小
・
史
Ⅰ
』
五
四
三
頁
。

（
1（
）　
前
注
（
（
）
玉
村
氏
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
一
一
一
頁
。

（
1（
）　
前
注
（
（
）「
佳
境
集
」。

（
1（
）　
奥
野
高
広
氏
「
伊
勢
宗
瑞
の
素
生
」
一
九
七
九
年
『
武
蔵
野
』
五
七
─
二
。

（
17
）　
前
注
（
（
）
竹
貫
氏
『
新
日
本
禅
宗
史
』
第
一
章
第
二
節
「
円
爾
弁
円
と
蘭
渓
道
隆
」。

（
18
）　
前
注
（
1（
）
に
同
じ
。

（
19
）　
以
下
、
前
注
（
17
）
竹
貫
氏
書
第
一
章
第
四
節
「
南
浦
紹
明
と
高
峰
顕
日
」、
前
注
（
（
）
玉
村
氏
書
五
三
五
～
五
三
八
頁
、
前
注
（
（
）『
延
寶

伝
燈
録
』『
全
書
』
第
六
九
巻
一
六
四
～
一
六
六
頁
。

（
（0
）　
前
注
（
（
）
玉
村
氏
書
五
三
七
頁
。

（
（1
）　
前
注
（
（
）
竹
貫
氏
書
第
二
章
「
南
北
朝
・
室
町
期
の
禅
僧
」

（
（（
）　
平
野
宗
浄
氏
『
一
休
和
尚
全
集
第
一
巻
狂
雲
集
』
一
九
九
七
年
春
秋
社
。

（
（（
）　
同
右
二
七
七
頁
。

（
（（
）　
同
右
一
〇
頁
。

（
（（
）　
前
注
（
（
）『
東
路
の
津
登
』。

（
（（
）　
前
注
（
（
）『
明
叔
録
』。

（
（7
）　『
大
日
本
史
料
第
九
編
之
九
』
三
二
三
頁
。

（
（8
）　
今
枝
愛
真
氏
「
禅
宗
の
発
展
」『
静
岡
県
史
通
史
編
（
中
世
』
第
二
編
第
五
章
第
一
節
五
八
一
～
五
九
〇
頁
、『
日
本
洞
上
聯
燈
録
』『
全
集
』
第

七
一
巻
一
四
頁
、
喜
山
性
讃
法
嗣
項
。

（
（9
）　『
続
日
域
洞
上
諸
祖
傳
』『
全
集
』
第
七
〇
巻
二
七
五
頁
。
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三

（
（0
）　『
続
日
域
洞
上
諸
祖
傳
』『
全
書
』
第
七
〇
巻
二
四
六
頁
・
平
凡
社
『
日
本
歴
史
地
名
体
系

　
岡
山
県
の
地
名
』
八
四
四
頁
。

（
（1
）　
以
下
『
日
本
洞
上
聯
燈
録
』『
全
集
』
第
七
一
巻
三
五
頁
、
石
雲
崇
芝
性
岱
禅
師
法
嗣
項
。

（
（（
）　『
今
川
記
』『
静
・
史
7
』
一
二
六
五
号
～
一
二
六
七
号
。

（
（（
）　
前
注
（
（8
）
今
枝
稿
五
八
六
頁
。

（
（（
）　
以
下
『
日
本
洞
上
聯
燈
録
』『
全
集
』
第
七
一
巻
三
六
頁
。

（
（（
）　「
修
禅
寺
文
書
」『
静
・
史
7
』
二
六
三
・
二
六
四
号

（
（（
）　『
日
本
洞
上
聯
燈
録
』『
全
集
』
第
七
一
巻
二
四
頁
茂
林
芝
繁
禅
師
法
嗣
項
。

（
（7
）　
以
下
、『
静
・
史
（
』
二
六
二
八
～
二
六
三
六
号

（
（8
）　「
宗
長
手
記
」『
群
書
類
従
』
第
一
八
輯
二
五
九
～
二
六
〇
頁
。

（
（9
）　『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』・
同
紙
背
文
書
『
静
・
史
（
』
二
六
一
八
・
一
九
号
。『
補
庵
京
華
後
集
』『
静
・
史
（
』
二
六
四
五
号
。

（
（0
）　『
延
寶
伝
燈
録
』『
全
書
』
第
七
〇
巻
二
六
～
二
七
頁
。

（
（1
）　
鶴
崎
裕
雄
氏
「
連
歌
師
宗
長
」『
静
岡
県
史
通
史
編
（
中
世
』
第
三
編
第
五
章
第
二
節
九
四
七
～
九
六
三
頁
。

（
（（
）　
以
下
、
二
木
謙
一
氏
「
室
町
幕
府
弓
馬
故
実
家
小
笠
原
氏
の
成
立
」
初
出
一
九
六
九
年
、
同
著
『
中
世
武
家
儀
礼
の
研
究
』
一
九
八
五
年
吉
川
弘

文
館
に
再
録
。
同
著
一
九
八
～
二
〇
四
頁
。

（
（（
）　『
小
田
原
編
年
録
第
一
冊
』
一
九
七
五
年
名
著
出
版
、
三
五
頁
。

（
（（
）　『
長
禄
二
年
以
来
申
次
之
記
』『
群
書
類
従
』
第
二
二
輯
二
四
九
頁
、『
親
長
卿
記
』
文
明
一
九
年
四
月
一
四
日
条
。

（
（（
）　「
箱
根
神
社
文
書
」『
小
・
史
Ⅰ
』
三
五
六
頁
。

（
（（
）　『
大
日
本
古
文
書
　
蜷
川
家
文
書
』
五
二
三
号
。

（
（7
）　
前
注
（
（（
）
二
木
著
書
一
九
三
頁
。

（
（8
）　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
二
〇
一
六
・
─
三
五
三
─
三
─
一
、
三
五
頁
。

（
（9
）　『
新
訂
増
補
国
史
大
系
尊
卑
分
脉
第
三
編
』
三
四
〇
頁
。

（
（0
）　
前
注
（
（0
）『
延
寶
伝
燈
録
』『
全
書
』
第
七
〇
巻
二
七
頁
。

（
（1
）　「
簗
田
家
文
書
」『
戦
国
遺
文
古
河
公
方
編
』
三
四
九
号
。
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（
（（
）　
以
下
『
蔭
涼
軒
日
録
』
延
徳
二
年
九
月
三
日
・
明
応
元
年
五
月
一
六
日
・
一
七
日
・
二
八
日
条
、『
補
庵
京
華
外
集

　
下
』、『
翰
林
胡
蘆
集

　
三
』、

内
閣
文
庫
所
蔵
『
諸
州
古
文
書
二
十
四
』
天
文
一
八
年
二
月
二
八
日
今
川
義
元
判
物
（『
静
・
史
7
』
一
四
一
・
一
六
八
・
一
六
九
・
一
七
一
～
一

七
三
・
一
九
二
二
号
。
前
注
（
（8
）
今
枝
氏
稿
。

（
（（
）　『
京
華
外
集
』
玉
村
竹
二
氏
編
『
五
山
文
学
新
集
』
第
一
巻
八
二
五
頁
。

（
（（
）　『
妙
法
寺
記
』『
今
川
記
』『
静
・
史
7
』
一
八
六
～
一
八
八
号
。

（
（（
）　『
静
・
史
7
』
一
九
三
号
。

（
（（
）　
前
注
（
（1
）「
簗
田
家
文
書
」。

（
（7
）　『
静
・
史
7
』
一
六
八
・
一
六
九
・
一
七
一
～
一
七
三
号

（
（8
）　『
小
・
史
Ⅰ
』
五
二
七
頁
。

（
（9
）　
前
注
（
（0
）『
延
寶
伝
燈
録
』『
金
書
』
第
七
十
巻
三
九
頁
。

（
（0
）　
拙
稿
「
甲
斐
・
信
濃
に
お
け
る
『
戦
国
』
状
況
の
起
点
」
二
〇
一
三
年
『
武
田
氏
研
究
』
四
八
号
。

（
（1
）　
前
注
（
（0
）『
延
寶
伝
燈
録
』『
全
集
』
第
七
〇
巻
四
〇
頁
。

（
（（
）　『
大
隆
禅
師
行
実
』
東
大
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
二
〇
一
六
─
二
九
二
。

（
（（
）　
前
注
（
11
）
に
同
じ
。

（
（（
）　『
静
・
史
7
』
七
六
九
号
。

（
（（
）　『
大
日
本
史
料
第
九
編
之
十
』
一
〇
六
頁
、『
龍
寶
山
志
』
東
大
史
料
編
纂
所
架
蔵
謄
写
本
二
〇
一
五
─
六
〇
一
。

（
（（
）　「
箱
根
神
社
棟
札
銘
」『
戦
国
遺
文
後
北
条
氏
編
』
五
六
号
。

（
（7
）　「
妙
海
寺
文
書
」『
静
・
史
7
』
七
二
九
号
。

（
（8
）　『
山
梨
県
史
資
料
編
（
中
世
（
上
』
二
二
二
頁
、
以
下
前
注
（
1（
）
拙
稿
。

（
（9
）　『
宗
祇
終
焉
記
』『
群
書
類
従
』
二
十
九
輯
、
四
四
五
頁
。

（
70
）　『
静
・
史
7
』
三
七
〇
・
三
七
一
号
。

（
71
）　『
小
・
史
Ⅰ
』
三
三
六
号
。

（
7（
）　『
鎌
倉
九
代
後
記
』『
小
・
史
Ⅰ
』
三
四
〇
号
。



箱
根
湯
本
早
雲
寺
の
開
山
以
天
宗
清
と
鎌
倉
五
山
建
長
寺
（
家
永
）�

五
五

（
7（
）　『
鎌
倉
九
代
後
記
』『
小
・
史
Ⅰ
』
三
四
六
号
。

（
7（
）　
前
注
（
7
）『
北
条
五
代
記
』『
改
定
史
籍
集
覧
第
五
冊
』
一
九
〇
頁
。

（
7（
）　「
茂
原
寺
文
書
」『
戦
国
遺
文
房
総
編
』
五
二
八
号
。

（
7（
）　『
仏
像
伽
藍
記
』『
小
・
史
Ⅰ
』
三
四
七
号
。

（
77
）　「
茂
原
寺
文
書
」『
戦
国
遺
文
房
総
編
』
五
五
〇
号
。

（
78
）　
以
上
、『
宇
津
山
記
』『
宗
長
手
記
』『
宣
胤
卿
記
』『
静
・
史
7
』
六
五
四
～
六
五
八
・
六
六
二
号
。

（
79
）　「
円
覚
寺
文
書
」『
戦
国
遺
文
後
北
条
氏
編
』
三
〇
号
。

（
80
）　『
群
書
類
従
』
第
二
十
五
輯
五
五
一
頁
。

（
81
）　
同
右
五
五
一
頁
、『
快
元
僧
都
記
』
天
文
四
年
八
月
一
六
日
、
二
二
日
、
一
〇
月
六
日
条
。

（
8（
）　
同
右
五
五
〇
～
五
五
一
頁
。

（
8（
）　
同
右
五
六
八
頁
。

（
8（
）　「
箱
根
神
社
文
書
」『
戦
国
遺
文
後
北
条
氏
編
』
三
七
号
。

（
8（
）　「
箱
根
神
社
文
書
」
同
右
五
六
号
。
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